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2012年4月に、大阪大学大学院工学

研究科応用化学専攻から分子科学研究

所、生命･錯体分子科学研究領域錯体

物性研究部門に着任しました。山手地

区3号館4Ｆ東に研究室を構えています。

大阪から岡崎へ移ることになったこの

春は、私にとって大きな節目となりま

した。力みなぎる気持ちで、毎日を過

ごしているところです。

まず、分子研着任が決まってからの

数ヶ月を振り返ってみますと、やはり

特別な日々であったと実感します。準

備（梱包）、物品移設、引越、種々の手

続き、研究室設計、工事、実験設備セッ

トアップ……。これらを同時並行で短

期間のうちに終了させることは、厳し

い上り坂を登るようなものでしたが、

ここまで順調に進んでいます。これは

私一人の力でできるものではなく、多

くの方々のご協力があったからこそで

す。大きなご支援をいただきました大

峯所長に改めて紙面を借りて御礼申し

上げます。小杉総主幹、魚住主幹にも

多大なご助力をいただき、ありがとう

ございました。そして、学生の高瀬君

（3月で修士課程修了し就職）、立花君

（現在M2、分子研特別共同利用研究員）、

木村君（現在M1、分子研共同利用研究

員）に感謝したいと思います。彼らは

進んで私とともに作業にとりかかって

くれ、胸が熱くなる思いです。立花君

と木村君は、4月以降も私と一緒に分子

科学研究所に来て、研究室立ち上げに

貢献をしてくれています。この経験を

通じて、我々は個人としてもチームと

しても逞しくなったと思います。少し

ずつではありますが落ち着きを取り戻

し、サイエンスに戻れるようになって

きました。

さて、私は、大阪大学工学部を卒業

し、そのまま博士課程に進学して博士

を取得後、大阪大学大学院工学研究科

応用化学専攻で助手（助教）、准教授を

つとめ、分子科学研究所に着任しまし

た。この間、新しいタイプの遷移金属

錯体を創出しその性状や反応性を探求

する研究を続けてきました。この研究

は、やっていて「おもしろい」の一言

に尽きます。予想を超える展開に何度

も遭遇し、自然科学の奥深さとモノを

創り出す化学の凄みを教えられ続けて

います。

私が遷移金属錯体の研究に出会った

のは、大阪大学の学部4年生のときに

黒澤英夫教授（現名誉教授）の研究室

に配属されたときです。私の恩師であ

る黒澤英夫教授は、1970年代に渡加・

渡米されてオレフィン―錯体の反応機

構研究に従事され、帰国後も有機遷移

金属錯体の構造や反応機構を探求され

ました。速度論的手法や立体化学的手

法を有機遷移金属錯体の反応に適用し

て反応機構を鮮やかに解明する研究は、

1950年代以降に著しく進展しました

が、黒澤教授もそこに大きく貢献され

たお一人です。黒澤教授のもとで、有

機遷移金属錯体の構造研究や反応機構

研究を学ばせていただいたことが、私

の研究者としての基礎となっていま

す。黒澤研で博士を取得後、同研究室

で助手として採用していただき、研究

者としてのスタートを切りました。私

が目指したのは、「新たな有機遷移金

属錯体群を創出する」ことでした。化

学研究全般がどのように発展してきた

かを私なりにとらえたとき、新しい物

質群の登場が発展のサイクルを呼び起

こす鍵になっているように思えたこと、

そして特に、有機遷移金属錯体化学

の分野においては、今後、新しい物質

群を出していくことがより一層必要に

なるのではないかと感じていたからで

す。この思いは、助手時代にMITのKit 
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りました。Cummins教授は、均一系遷

移金属錯体を用いて常温でのN2分子切

断を実現したことで著名な米国を代表

する金属錯体化学者ですが、この発見

も、新しい構造を持つ反応活性金属錯

体を創出しその反応性を探求する過程

で見出されたものです。

このような考えのもとに進めてきた

私の研究を簡単に紹介いたします。私

は、実験中に偶然つかんだ結果から発

想のきっかけを得て、「多数の金属原子

を挟み込んだサンドイッチ化合物を合

成しその存在を実証する」ことを目指

して研究を開始しました。サンドイッ

チ化合物は、1952年に発見され、ノー

ベル化学賞（1973年）の対象にもなっ

た有機遷移金属錯体の一群です。私が

研究を開始した当時、既にサンドイッ

チ化合物は一般教科書にも広く掲載さ

れており、その化学構造の概念は確立

されたと考えられていました。それも

そのはず、サンドイッチ化合物は、20

世紀後半の遷移金属錯体化学・有機金

属化学を牽引したG. WilkinsonとE. O. 

Fischerが1950年代から60年代にか

けて20年もの間、鎬を削って研究した

題材であり、次の世代の研究者たちが

そのあとに続いて徹底的に研究してき

た経緯があります。従来のサンドイッ

チ化合物の構造原理は、フェロセンの

分子構造に代表されるように、2つの不

飽和炭化水素類の間に金属原子がひと

つ挟み込まれたときに安定構造が生じ

るというものです。しかし、私はここ

に素朴な疑問を感じました。金属原子

は金属―金属結合を形成しながら集合

し金属クラスターを形成する性質もつ

ことを考えると、もっと多くの金属原

子を挟み込んだ場合でも安定なサンド

イッチ分子が形成されるのではないか

と考えたのです。たとえば、1次元金

属鎖や2次元金属シートを挟み込んだ

サンドイッチ化合物が安定に得られる

かもしれません（図1）。当時、このよ

うな仮説に基づく研究をおこなってい

た研究者は、国内外で見あたりません

でしたが、この構造を思いついたとき、

是非とも自分の手で創出してみたいと

思い、躊躇せずに研究に取りかかりま

した。それほど、この構造は私にとっ

て魅力的でしたし、「この化合物群を手

にすることができれば、そこから有機

遷移金属錯体の化学が新しい展開をみ

せるかもしれない」という予感が、私

の意欲を駆り立てました。

これまで、偶然の産物としてさえ得

られていなかった未知の化合物を合成

研究の標的にしますから、まだ使われ

たことのない金属錯体合成法を開発す

ることを視野に入れて反応設計を練る

必要があります。用いる金属錯体原料

も今回の目的に合うものを自ら開発し

ながら研究を進めていき、まず1次元

金属鎖を持つサンドイッチ化合物を合

成できることがわかってきました。連

続的な―配位結合で1本の金属鎖が支

えられている結合構造は、一見すると

弱いように思われますが、得られた金

属鎖サンドイッチ化合物は、空気中で

も取り扱うことが可能な安定化合物で

あることがわかり、大きな驚きでした。

さらに研究を進めていくと、2次元金属

シートを持つサンドイッチ化合物が安

定に存在し合成可能であることも判明

しました。Science誌に発表したこの

成果は、当時大きな驚きをもって迎え

られました。その後も研究を進め、様々

な環状不飽和炭化水素類を用いて１次

元金属鎖や2次元金属シートを持つサ

ンドイッチ錯体を合成できることがわ

図1　多核サンドイッチ化合物の構造モデル

図2　多核サンドイッチ化合物の構造例
         （カウンターイオンおよび一部の配位子を省略）
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かってきており、多核サンドイッチ化

合物は、広く存在し得る化合物群であ

ると考えられます。

こうして、サンドイッチ構造内に固

定できる金属原子数の制限（これまで

は1つか2つ）が取り払われました。今

後、周期表の金属元素全体に展開でき

れば、現在よりもずっとバラエティに

富んだ化合物群になっていくと期待さ

れます。また、合成研究が進めば、物

性や反応性を解明するステージへと進

むことができます。例えば、拡張―

共役系不飽和炭化水素の平面間に広が

る特異な空間内で多数の金属原子の集

合体がどのような物理的・化学的性質

を示すのかに大きな興味が持たれます。

実際に、私のグループでは、金属鎖を

持つサンドイッチ化合物がこれまでに

ない新しい分子挙動を示すことを明ら

かにしてきています。たとえば、金属

鎖上で共役ポリエン配位子が光照射に

より面反転を起こしたり、レドックス

に応答して金属が可逆的に離散・集合

する挙動（図3）を示すことがわかって

います。今後、物性解明や反応性解明

の過程でさらに新しい現象がみつかる

可能性も感じられ、私自身大いに期待

しているところです。

“自分がこれから何を目指すべきか”。

いつの時代も、すべての若手研究者は

この問いを自らに投げかけるはずです。

そして分厚い壁と向かい合いながら何

らかの答えを出し、取り組んでいきま

す。その答えが研究者それぞれの持つ

独特の感性を色濃く反映したものであ

れば、それだけ研究に多様性が生まれ、

サイエンスの発展の芽も沢山生まれる

と思います。私もまだまだ若い気持ち

で、自分らしい取り組みを続けていけ

ればと考えています。化学の道を志し、

これまで幸いにも第一線で研究する機

会を得てきました。分子科学研究所で

新たなスタートを切り、私の「ゆめ」

は続いています。

図3　レドックスに応答してサンドイッチ構造内の金属原子が
         可逆的に離散・集合する


